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技術士第二次試験 APEC-semi模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
 

※ 

１ ．  多 面 的 な 観 点 か ら の 課 題  

（ １ ） い か に 想 定 外 の 災 害 に 対 応 す る か  

 想 定 さ れ る 南 海 ト ラ フ 地 震 は 、 過 去 に 経 験 し た こ と

の な い ほ ど の 甚 大 な 被 害 が 予 測 さ れ て い る 。 ま た 、 近

年 の 水 害 は 、 激 甚 化 ・ 頻 発 化 し て い る 。  

し た が っ て 、 技 術 面 の 観 点 か ら 、 想 定 を 超 え る 災 害

へ の 対 応 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） い か に 災 害 リ ス ク を 考 慮 し た 土 地 利 用 と す る か  

 気 候 変 動 に よ る 豪 雨 は 、 水 害 の 範 囲 を 広 げ る と と も

に 、 土 砂 災 害 の 発 生 を 誘 発 し て い る 。 さ ら に 、 ① 地 震

時 の 建 物 倒 壊 、 延 焼 な ど の 災 害 が ② 危 惧 さ れ る 。 災 害

リ ス ク は 、 ③ 浸 水 区 域 や 土 砂 災 害 区 域 な ど の ハ ザ ー ド

エ リ ア に 移 住 地 ④ が 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 災 害 リ

ス ク が 高 ま っ て い る 。 ③  

よ っ て 、 ハ ー ド 整 備 に 加 え 、 制 度 面 の 観 点 か ら 、 災

害 リ ス ク を 考 慮 し た 土 地 利 用 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） い か に 防 災 対 策 を 省 略 化 す る か  

 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 、 過 酷 な 就 労 環 境 、 及 び 建 設 業

① 「さらに、」は後段で使いたいので、ここは「また、」にしましょう。 

② 「が」→「も」。 

③ 「災害リスクは、・・・災害リスクが高まっている。」になっています。よって、最初の主語は削

除し、接続詞「さらに、」をここで使いましょう。述部も、「同エリアの災害リスクは高いものと

考えられる。」とかがより良いですかね。 

④ 「移住地」→「居住地」。ハザードエリアに移住はまずいですね。 
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の 需 要 拡 大 な ど に よ り 、 建 設 技 術 者 不 足 は 深 刻 さ を 増

し て い る 。 災 害 に 強 い ま ち づ く り を す す め る ⑤ た め に

は 、 多 く の 社 会 資 本 整 備 が 必 要 と な る 。 し か し 、 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 生 産 年 齢 人 口 は 減 少 し 、

今 後 こ の 動 き が 加 速 す る と み ら れ る 。 ⑥  

 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点 か ら 、 い か に 少 な い 人 数 で 防

災 対 策 を 行 っ て い く か が 課 題 で あ る 。  

 

２ ．  最 も 重 要 な 課 題  

 重 要 な 課 題 と し て ⑦ 「 い か に 技 術 に よ っ て 想 定 外 の

災 害 に 対 応 す る か 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し ⑦ 、 以

下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

 

３ ．  解 決 策  

( 1 )  激 甚 化 す る 風 水 害 や 迫 る 大 規 模 地 震 等 へ の 対 策  

 激 甚 化 す る 風 水 害 の 被 害 を 最 小 化 す る た め 、 砂 防 施

設 の 整 備 ・ 貯 留 ・ ⑨ 堤 防 補 強 、 利 水 ダ ム の 確 保 な ど の

ハ ー ド 整 備 と と も に 、 ⑨ 集 水 域 か ら 氾 濫 域 に わ た る 流

域 に 関 わ る 関 係 者 が 協 働 し て 流 域 治 水 対 策 を 推 進 す る 。

ま た 、 大 規 模 地 震 へ の 備 え と し て 、 重 要 構 造 物 の 耐 震

⑦ 「重要な課題として・・・最も重要な課題に選定し、」重複しています。どちらか削除。 

⑤ 「すすめる」→「進める」。 

⑥ コロナウイルスが、生産年齢人口減少の要因にはならないと思います。よって、「国立社会保障・

人口問題研究所の人口推計では、今後も人口減少基調が続くことから、この建設技術者不足は当面

解消しないと考えられる。」とかいかがでしょうか。 
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補 強 、 液 状 化 対 策 、 粘 り 強 い 構 造 な ど の 耐 震 化 を 進 め

る 。  

さ ら に 、 冗 長 性 の あ る 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 確 保 す る

た め 、 幹 線 道 路 の ミ ッ シ ン グ リ ン ク の 解 消 や 、 緊 急 輸

送 路 を 確 保 す る 観 点 か ら 、 建 物 や 電 柱 の 倒 壊 に よ る 通

行 障 害 を 避 け る た め 、 ４ 車 線 化 や 無 電 柱 化 を 推 進 す る 。  

 

（ ２ ） ⑩ イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス の 導 入  

 災 害 時 の 被 害 を 拡 大 さ せ な い た め に 、 老 朽 化 対 策 や

メ ン テ ナ ン ス を 効 率 的 か つ 計 画 的 に 実 施 す る 必 要 が あ

る 。 こ の た め 、 想 定 さ れ る 被 害 の 多 寡 や 、 老 朽 化 具 合

な ど を 勘 案 し 、 選 択 と 集 中 の 観 点 を も っ て ⑩ イ ン フ ラ

メ ン テ ナ ン ス に 取 り 組 む 。  

 具 体 的 に は 、 予 防 保 全 の 管 理 水 準 を 下 回 る 状 態 と な

っ て い る イ ン フ ラ に 対 し て は 、 施 設 ご と の 長 寿 命 化 計

画 に 基 づ い た 集 中 的 な 修 繕 等 を 実 施 し て 、 必 要 な 機 能

を 回 復 さ せ る 。  

 

（ ３ ） デ ジ タ ル 化 の 推 進  

 P r o j e c t P L A T E A M ⑪ を 活 用 し た 浸 水 想 定 シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン や 、 高 度 な セ ン シ ン グ 技 術 を 活 用 し た 河 川 氾 濫 の

監 視 、 ド ロ ー ン を 用 い た 構 造 物 の 点 検 や Ａ Ｉ 画 像 診 断

⑩  「持続可能な」を追記するとより良いと思います。 

⑨ 貯留は、後段で使いたいので、前半は削除。後段では、「・・・ともに、浸透貯留施設の設置など

集水域・・・」とみんなでできる対策例として挙げておきましょう。 
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な ど の イ ン フ ラ Ｄ Ｘ 技 術 を 活 用 し 、 ⑫ 災 害 関 連 情 報 で

あ る 防 災 情 報 、 災 害 情 報 、 気 象 情 報 を 高 度 化 す る 。  

 ⑬ Ｄ Ｘ 技 術 に よ り 、 人 材 不 足 の ⑭ 地 方 で も イ ン フ ラ

の 適 切 な メ ン テ ナ ン ス が 可 能 に な り 、 地 域 防 災 力 の 維

持 ・ 向 上 が 期 待 で き る 。  

 

４ ． 波 及 効 果 と ⑮ 新 た な リ ス ク と そ の 対 応  

（ １ ）  波 及 効 果  

 上 記 の 解 決 策 を 遂 行 す る こ と に よ り 、 イ ン フ ラ メ ン

テ ナ ン ス の 導 入 や デ ジ タ ル 化 の 促 進 、 ⑯ 公 的 負 担 が 軽

減 さ れ 、 建 設 業 界 の 労 働 力 不 足 が 改 善 さ れ る 。  

 

（ ２ ）  懸 案 事 項 へ の 対 応 策 ⑰  

 ハ ー ド 整 備 が 進 む と 、 ハ ザ ー ド の 場 所 が 変 化 し て い

⑮ 「と」が連発してますね。＆を意味する言葉は、「及び」と「並びに」があります。Ａ＆Ｂと単発

で繋ぐ＆は「及び」・「と」で、ＡとＢ＆ＣとＤの場合は「並びに」になります。よって、「並び

に」が良いと思います。 

⑯ これは、すでに解決策で述べてますよね。よって、波及効果ではなく、直接的な効果ですね。よっ

て削除又は別の内容としましょう。 

⑪ 「PLATEAM」→「PLATEAU」。Uです。 

⑫ 「活用した」が連発するので、ここは「導入する。さらに・・・」とし、言葉を変えて一回文を切

りましょう。※長い文は読みづらいですし、主語・述語を間違えやすいので、文はなるべく短くし

ましょう。 

⑬ 接続詞「このような、」を追加すると良いと思います。 

⑭ 後述の波及効果として出てくるので、ここでは削除しましょう。 
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く た め 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ 、 避 難 所 、 避 難 路 、 ⑱ タ イ ム

ラ イ ン な ど の 有 用 性 が 低 下 ま た は 使 用 不 可 に な る 懸 念

が あ る 。  

 

５ ． 必 要 と な る 要 件 と 留 意 点  

 業 務 を 遂 行 す る 際 に は 、 常 に 社 会 全 体 の 公 益 を 確 保

す る 観 点 と 、 安 心 ・ 安 全 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築 し

て 維 持 し 続 け る 観 点 と を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 段 階

で 、 こ れ ら を 常 に 意 識 す る よ う 留 意 す る 。    以 上  

 

※ これを修正すれば、もう一定のレベルに達していると思います。もはや好みの問題になりつつあり

ますね。 

※ 完成したものを手書きで書き写しましょう。面倒ですが、漢字が書けなかったり、間違えたりと手

書きならではのミスが確認できますのでお勧めします。さらに、本番は膨大な量の文章を書くの

で、今から慣れておきましょう。 

⑰ 解決策が書かれてないですよ。 

⑱ 「、」で列記する場合、最後は「及び」を書きましょう。 


